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「命をそん重する社会」
山梨県・笛吹市立春日居小学校・五年
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　七月二十六日。この日は、四年前に相模原の障害者施設で多くの人が命を落としてしまった日です。夏休みに入るころ、四年前にこの悲しい出来事があったことをニュースで聞きました。事件が起きた日は、私はまだ小学校一年生だったので、この事件のことはよく知りませんでした。しかし、今年は今までとはちがい、なぜこのような事が起きてしまったのか、よく知って考えてみる時間をもちました。
　加害者の言葉の中に、「彼らは人々を不幸にする。」という言葉がありました。また、重い障害をもつ人達の命を否定する言葉もありました。私は、人がだれかほかの人の命を否定することは、だれにもゆるされないと思います。自分勝手に人のそんざいを色々と言って心をきずつけたことにいかりを感じました。障害があっても、ずっと見守って生活してきている家族にとっては大切な命です。被害にあった人達や家族の方々の気持ちを考えると、悲しい気持ちでいっぱいになります。
　私は、父の仕事の関係で幼いころから障害者の方と接する機会が何度もありました。車いすマラソンでは、いっしょに走り、おうえんしました。ボッチャや車いすバスケ、車いすソフトボールなどのスポーツをわたしも車いすにのって、参加したことがあります。また、病院や障害者施設のお祭りに参加して、障害者の方と毎年交流しています。おととしのお祭りでは、私が飲んでいたお茶を突然とって飲んだ方がいて、とてもおどろいたことがありました。いっしょに過ごしているとおどろくこともありますが、こういう経験は障害者の方々を理解することにつながります。また、車いすの方と遊園地に行った時には、本当に少しのきょりの移動でも、スロープを使って大回りをしなければいけなかったので、たいへんだなと思ったことがありました。また、好きなのり物にのれずがまんしたり苦労したりしなければいけないと知りたいへんだなと感じました。私は、障害者の方と歩いたり、遊んだりしていると周りの人からいやな目で見られたことがありました。障害者という方達の理解が少ないのかなと思いました。障害者という方達の理解が少ないと、「変わった人」など、見た目だけで感じてしまいます。私は、人のことを見た目や、少し自分とちがうということだけで決めつけないでほしいと思います。いっしょに遊ぶと楽しい、ご飯がおいしいなどふだん思うことは健康な人に対する時と同じです。同じ世界で生きている人間です。できるだけ多くの人が障害者の方と接する機会を持って身近に感じることがまず大切だと思います。相手のことをよく知って理解し合えば、見た目だけで決めつけなくなると思います。
　私の弟は、心臓病を持っています。小さいころは、何度も手術を受け入院していました。赤ちゃんなのに酸素ボンベをつけて帰ってきた日のことを今でもおぼえています。今は、つけていませんが、昔は酸素ボンベをつけて、外出していました。親が酸素ボンベを背負って、カバンから弟にコードがつながっていたので、移動できる時間とはんいがせい限されていてとても不自由でした。赤ちゃんが酸素しているのがめずらしいのか、まわりこんで顔を見る人がいたり指をさして話したり、後をついて見にくる人がいていやな思いをしたことがありました。弟は、はげしい運動ができないため友達と思うように遊べず昔からたくさんのがまんをしてきました。学習も思うようにいかず人より時間がかかることが多いです。日常生活では、いろいろながまんや苦労があります。重い障害をもつ方やその家族の方々は、もっともっとたくさんのがまんや苦労があると思います。そういったことを知らずに障害を持つ方々のことを悪く言ったり、そんざいをかん単に否定したりしてほしくないです。病気や障害を持ちながら、その人も家族もみんな命を大切に生きています。弟は成長もゆっくりですが、少しづつ色々なことができるようになってくると、とてもうれしくなります。私達家族が時々おどろいてしまうようなことをしたり、言ったりしますが、とても楽しいです。弟の苦労やがまんは、みんなで分け合っていきたいです。
　健康な私達でもいつ何が起こって生活が変わるか分かりません。事故や病気によって突然不自由な生活になってしまうかもしれません。私は、「彼らは人々を不幸にする」という加害者の考えは、まちがっていると思います。障害者の方達も障害者になりたくてなっているわけではないからです。障害者の方も健康な方も人の助けが必要です。私は、障害者の方達への理解をふやしてほしいです。相手の事を理解し合って、障害者の方も健康な方も生きるけんりがあたり前になる世の中になれば、社会が明るくなると思います。
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